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くみあいニュース山口大学教職員組合（2023年2月22日 Wednesday） 

第 266（2021年度-第 11号）／電話：083-933-5034・メール：fuy-union@ma4.seikyou.ne.jp 

 

「定年延長制度～60才退職から段階的に 6５才退職へ」 
 

 くみあいニュース第 261 号で報じたとおり、山口大学でもこの 4 月から「定年延長制度」が導入されま

す。2 月 20 日（月）に行われた大学による説明を視聴された方も多いと思いますが（山大 HP 上に動画配信あ

り）、これは、国家公務員の定年が「65 才」に段階的に引き上げとなることに合わせて、山口大学でも同様

に導入するというものです。教員はすでに「65 才定年」ですので、それ以外の常勤職員全員が対象となりま

す。組合へも２月７日（火）に人事課より制度についての説明がありました。 

説明によれば、まず 2023 年度中に 60 才を迎える職員から定年年齢が「61 才」となり、

以降、段階的（2 年ごと）に定年年齢を 1 才ずつ引き上げていき、2031 年度（R13 年度）に

「65 才定年」が完成する制度設計となるとのことです。 

賃金は俸給月額の 7 割水準とし、これに合わせて再雇用職員も現行の 6 割から 7 割水準と

なる予定です。このほか管理監督職は 60 才を役職定年とすることや、定年前に退職を申し出た場合の再雇用

制度、退職手当の特例適用等、説明を受けました。今後、管理監督職の例外規定の具体的な判断基準や資金

源とする時間外勤務縮減の具体的な方策等、細かい部分についての確認も必要です。 

 

各種がん検診受診料の更なる引き上げ案提示される（2/7） 
 こちらも２月７日に担当部署（安全衛生対策室）より説明を受けたものですが、一部自己負担となってい

る胃がん検診・乳がん検診を始めとする各種がん検診の受診料について、この度検診業者との契約更新時期

となったため入札を行ったところ、全体として受診単価が引き上げとなっているとのことです。 

この問題は、３年前（2020年 2月）に組合と大学で協議・交渉した結果、教職員の利益を

守る方向で大学案を是正させた経緯もあり、今回も十分な協議が求められています。がん検診

は大学ではたらく教職員への福利厚生事業のひとつです。入札結果通りとした場合の自己負担

増は総額で 80万円程度であり、大学として負担増見送りという「決断」が期待されます。 

 

戦場ジャーナリスト志葉玲氏の講演近づく（2/26） 
～ウクライナ危機から問う日本と世界の平和 改憲大軍拡 NO!～ 

 昨年の２月 24日にロシアがウクライナへ侵攻してから間もなく１年となりますが、戦争の行方は先の見え

ない状況となっています。平和憲法を持つ日本が果たすべき役割が問われていますが、岸田内閣はこの戦争

を口実に敵基地攻撃能力保有等による軍事費倍増政策を進めています。そうした中、昨年４月と今年２月の

２回、ロシアによる民間人虐殺が行われたキーウ近郊のブチャをはじめウクライナ各地での

現地取材を敢行した戦場ジャーナリストの志葉玲さんが来山し「ウクライナ危機から問う日

本と世界の平和 改憲、大軍拡を許さない！」との演題で講演を行います。講演は 2月 26日

（日）午後に「改憲発議反対・軍備増強を許さない」のメインスローガンのもと開催される

中国ブロック平和フォーラム集会のなかで行われますが、講演のみの参加も可能です。 

 

全教職員配布 
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